
「第１１次千葉県交通安全計画（素案）」に対する意見と県の考え方 

 

千葉県環境生活部くらし安全推進課交通安全対策室 

 

１ パブリックコメント実施期間    令和３年２月５日（金）～３月４日（木） 

２ 意見提出者数（意見の延べ件数）  １人（６８件） 

３ 提出された意見の概要と県の考え方 

 ※提出された意見について、趣旨を損なわないと考えられる範囲で要約させていただ

きました。また、同内容の意見についてはまとめさせていただきました。 

※複数の理由から意見が述べられている場合は、意見の概要を分けて掲載しています。 

No. 
該当 

ページ 
御意見の概要 県の考え方 

（１）国の交通安全基本計画・第１０次千葉県交通安全計画との関係 

1 - 

国の「第１１次交通安全基本計

画」との違いは、どのようなと

ころにあるのか。 

都道府県交通安全計画は、交通安全対

策基本法を根拠とし、国の交通安全基

本計画に基づいて策定することとされ

ておりますが、策定に当たっては構成

等を含めて、各都道府県の実情を踏ま

えた内容となっております。 

本県においては、本県の特性や社会情

勢の変化等を踏まえ、「高齢者の交通

安全対策の強化」「自転車の安全利用

対策の強化」「悪質・危険な運転者対

策の強化」の３項目に重点を置いた計

画としています。 

2 - 

構成を「第１１次交通安全基本

計画」と同じくし、そのあとに

千葉県独自の事業を追加するよ

うにしてほしい。 

3 - 

国の第１１次交通安全基本計画

と内容が異なるのはどうして

か。同計画に記載の内容を追加

してほしい。 

4 - 

第１０次千葉県交通安全計画か

ら削除されている項目があるの

はなぜか。 

御指摘の点につきましては、他の項目

との内容の重複を避けるため統合した

ほか、一般への周知が進んだため計画

への記載が不要と判断したものや事業

を終了したものなど、第１０次計画策

定時点からの状況変化等を踏まえて、

内容を整理しております。 

（２）過去の実績、今後の予定・予算について 

5 - 

「第１０次千葉県交通安全計

画」の実績と未達成事項につい

ても提示すべきである。 

第１０次計画では関係する機関におい

て、事故対策を実施し、事故件数は減

少しています。 



6 - 

「第１１次千葉県交通安全計

画」で実施する主な事業につい

ては、どれくらいの費用（県

費、年度別、主な事業別に）を

投入する計画なのか。費用対効

果が分かるようにしてほしい。 

第１１次計画においても事故対策を鋭

意推進していくこととしています。 

予算額につきましては、各事業とも年

度ごとに決まりますので、計画策定時

点においてはお示しすることは困難と

考えております。 

その他の御意見につきましては、今後

の参考とさせていただきます。 

（３）図表について 

7 - 

図と表に、連続した番号を付け

てほしい。 

また、統計数字の出所を明確に

記載してほしい。 

交通事故統計につきましては、県警本

部等からの情報提供を受け作成してい

ます。 

その他の御意見につきましては、今後

の参考とさせていただきます。 

8 - 

図のタイトルと図中の文字（数

字）の大きさを統一してほし

い。いろいなところから、寄せ

集めた図のように見受けられ

る。 

御指摘を踏まえ、修正いたしました。 

9 - 

本文、図、表の小数点は、第一

位まで表記してほしい（百分率

も含めて）。 

10 - 

本文、図、表で、整数４桁とな

るときは、必ず千の位の後にコ

ンマを必ず設けてほしい。 

11 P6 

６ページの図「状態別死者数の

推移」の凡例の「四輪乗車中」

は、「四輪車乗車中」に訂正を 

12 - 
棒グラフのデザインが、いま一

つ明確でないものがある。 

13 P18 

「交通事故で無くなった高齢歩

行者の約６割が自宅から５００

ｍ以内で事故に遭っている。」

「子供の交通事故については、

その死傷者の約６割が歩行中や

自転車乗車中の事故であり、約

４割が自宅から５００ｍ以内で

事故に遭っている。」 

ことが分かるグラフか表を掲載

してほしい。 

御指摘を踏まえ、グラフを掲載いたし

ました。 

なお、本文に一部誤りがありましたの

で、下記のとおり修正いたしました。 

 

「また、子供の交通事故につきまして

は、その死傷者の約６割が歩行中や自

転車乗車中の事故であり、約５割が自

宅から５００ｍ以内で事故に遭ってい

ます。」 



（４）その他 

14 - 

「第１１次交通安全基本計画」

「第１１次千葉県交通安全計

画」「第１０次千葉県交通安全

計画」の対比表を提示して、県

民に意見を求めるべきではない

か。 

御意見につきましては、今後の参考に

させていただきます。 

15 - 

「この計画は、広く県民に浸透

し、実効性のある計画とするた

め、千葉県交通安全対策推進委

員会の各委員や交通政策に精通

する専門家等からの様々な意見

を集約し策定しています。」と

あるが、委員や専門家からどの

ような意見が出されたのかが知

りたい。 

委員や専門家等からは、安全運転サポ

ート車の普及促進についての記載や、

現在の実態に即した文言の加筆・修

正、用語説明の掲載を求める御意見等

をいただきました。 

16 - 

それぞれの項目に、担当する県

の部署と県警の部署を明記して

ほしい。 

御意見につきましては、今後の参考に

させていただきます。 

なお、各項目の関係課・機関は県 HP

「千葉県交通安全対策会議の開催結果

について（書面開催）」の配布資料よ

りご確認いただけます。 

17 P5 

５ページの「（１）道路交通事

故の現状」の記述で、令和２年

の発生件数、死傷者数及び死者

数の減少については、新型コロ

ナウイルスに起因するであろう

記述がないのは、不自然であ

る。 

御意見につきましては、今後の参考に

させていただきます。 

18 P7 

第１１次千葉県交通安全計画の

期間中は、死傷者数に加え、重

傷者数も、千葉県警察本部が公

表する統計資料に付加されるも

のと考えてよいか。 

令和３年より、千葉県警察ホームペー

ジ内の、各月末現在の交通事故発生状

況において、重傷者数を公表しており

ます。 

19 P23 

高速道路交通安全協議会の千葉

県組織はあるのか。ホームペー

ジもヒットしません。 

高速道路において交通安全活動を取組

んでいただいている団体として存在し

ております。 



20 P23 

地域交通安全活動推進委員の活

動内容が明らかではない。用語

の解説も必要。 

御指摘を踏まえ、本文に下記の内容を

加えました。 

 

「ｅ 地域交通安全活動推進委員協議

会 

地域で各種交通安全活動をされるボラ

ンティアのリーダーとして、千葉県公

安委員会が地域交通安全活動推進委員

を委嘱しています。・・・」 

21 P32 

学校安全研究校の指定は、どの

ようになされるのか。 

県内すべての小・中・高学校を

対処にするのであれば、毎年の

対象校の数が余りに少ないので

はないか。 

・ 学校安全研究校の指定

（小・中学校１校、高校１校） 

小中学校の学校安全研究校指定校、モ

デル地域及び拠点校につきましては、

県内を 5地域に分け、ローテーション

を組み、地域に偏りの無いよう指定し

ています。モデル地域につきまして

は、市町村を単位に指定をしており、

拠点校を中心に該当市町村立小中学校

全体で取り組んでいます。 

高等学校の研究校についても、同じよ

うに、地域に偏りが無いよう指定して

います。 

指定校の授業公開、研修会での実践発

表等を通して、県内全域に研究の成果

や課題等を広めています。 

22 P33 

「交通安全教育に関する調査報

告書」は、どのような形で公表

するのか。また、これまでどの

ような形で公表してきたのか。 

「交通安全教育に関する調査報告書」

は、調査の対象となる県内全公立高等

学校及び特別支援学校高等部に、冊子

にまとめて配付し、生徒の交通安全教

育の推進に活用しています。 

23 P37 

ＩＣＴ等とは、いったい何のこ

となのでしょうか。 

また、千葉県は、具体的にどの

ようなものを活用しようとして

いるのか。 

ICT とは「Information and 

Communication Technology」の略で、

「情報通信技術」を意味します。 

ドライバーに対して、各関係機関が気

象情報や渋滞・事故の状況、交通規制

等の交通情報をリアルタイムに提供し

ます。 

24 P41 

 「運輸安全マネジメント評

価」とは何か。県が実施するの

か。 

「運輸安全マネジメント評価」とは、

運輸事業者自らが行う安全管理体制の

実施状況を、国土交通省（千葉運輸支

局）が確認するものです。 



25 P41 
監査等による指導監督は、県が

実施するのか。 

「監査等による指導監督」につきまし

ては、国土交通省（千葉運輸支局）が

実施します。 

26 P42 

飲酒運転根絶協議会とはどのよ

うな組織なのか。事務局はどこ

にあるのか。 

飲酒運転根絶協議会は、各市町村や飲

食店組合等関係団体と各警察署が連携

して設置する協議会であり、飲食店等

に対する訪問活動や、広報啓発キャン

ペーンにおける啓発物品の配布などを

行っています。 

なお、事務局は各警察署にあります。 

27 P42 

「運行管理の高度化に資する機

器」とは、どのようなものか。 

 また、「ＡＳＶ※装置搭載車

両の導入を促す」とあるが、こ

れらについては、県の助成はあ

るのか。 

「運行管理の高度化に資する機器」と

しては、デジタル式運行記録計・ドラ

イブレコーダー等があります。 

「ASV 装置搭載車両の導入」につきま

しては、県では助成制度はありません

が、国土交通省（千葉運輸支局）で補

助を実施しています。 

28 P42 

公益財団法人は（公財）の、公

益社団法人は（公社）の誤りで

ある。 

御指摘を踏まえ、表記を統一しまし

た。 

29 P42 

県環境保全条例に基づく自動車

環境管理計画書及び実績報告書

の作成・提出について、白ナン

バーのトラックを含めて、自動

車通勤を認めている事業者につ

いても、対象とすべきである。 

御意見につきましては、今後の参考と

させていただきます。 

30 P43 

「交通労働災害防止のためのガ

イドライン（指針）」について

の情報不足である。少なくと

も、「厚生労働省が策定した

「交通労働災害防止のためのガ

イドライン（指針）」（平成２

０年４月３日付け基発第０４０

３００１号別添）」と記述すべ

きである。 

「交通労働災害防止のためのガイドラ

イン（指針）」につきましては、平成

30 年に改正されており、また、国の

交通安全基本計画においても同様な記

載となっております。 

31 P43 
労働時間管理適正化指導員は、

県の職員か。 

労働時間管理適正化指導員は、国家公

務員です。 



32 P43 

「① 危険物輸送に関する情報

提供の充実等」について、どの

ような情報提供、どのように伝

えるのか。 

また、イエロ－カードとは、自

転車用指導警告書のことか。 

イエローカードの携行促進や災害の未

然防止・発生時の被害軽減に向けた処

置について、国土交通省（千葉運輸支

局）が講習等を通じて指導を行いま

す。 

また、「イエローカード」とは、危険

物を輸送する際の万一の事故に備え

て、運転者等が取るべき処置を書いた

緊急連絡カードです。 

御指摘の点を踏まえ、下記のとおり修

正しました。 

 

「・・・を図るため、イエローカード

（危険物を輸送する際の万一の事故に

備えて、運転者等が取るべき処置を書

いた緊急連絡カード）の携行」 

33 P44 ここだけ改行がない。 

御指摘の点について、下記のとおり修

正しました。 

 

「② 気象情報等の充実 

 ・・・より道路利用者へ周知しま

す。（改行） また、・・・」 

34 P45 

「①生活道路における交通安全

対策の推進」に、なぜ「ゾーン

３０」「キッズ・ゾーン」の記

述がないのか。 
策定段階における取り組みの記載とな

っています。キッズ・ゾーン等他の対

策につきましては、年度ごと鋭意検討

します。 
35 P49 

「イ 生活道路における歩道整

備等の交通安全対策の推進」

に、「キッズ・ゾーン」と「横

断歩道の車止め」の記述を追加

してほしい。 

36 P49 

千葉県警察ホームページに、千

葉県警察が実施している UTMS

の記載があるが、成果が分から

ず残念。 

御意見につきましては、今後の参考と

させていただきます。 

37 P50 

幹線道路の「押ボタン式の歩行

者用信号機」は、「信号機の集

中制御化」を阻害するので、こ

の「押ボタン式の歩行者用信号

機」も「信号機の集中制御」に

御意見につきましては、今後の参考と

させていただきます。 



含め、円滑な交通を確保してほ

しい。 

38 P51 

「（７）ＩＴＳ※の活用」につ

いて、表題は、アルファベット

でない方が良い。 

国の第１１次交通安全基本計画でも同

様の表記となっており、修正は不要と

考えます。 

39 P52 

公共車両優先システム（PTPS)

について、１０年以上実施区間

がないが、ただのお題目か。 

公共車両優先システム（PTPS）につき

ましては、県内３か所で運用を続けて

おりますが、受益者（道路運送事業

者）から要望や道路の状況等を踏まえ

個別に検討します。 

40 P54 

「②ITS を活用した道路交通情

報の高度化」について、全国で

のＥＴＣ２.０の普及率は、四

分の一程度。料金収受以外に情

報サービスを受けている人はど

の程度いるのか。 

 また、千葉県は、どのような

情報を今現在発信できるのか。 

ETC2.0 利用者に係る料金収受以外の

情報サービスの利用状況は把握してお

りません。 

また、千葉県警察においては、光ビー

コンをシステムのキーインフラとし、

個々の車両との双方向通信により、ド

ライバーに対しリアルタイムの交通情

報等を提供しております。 

41 P57 

「（１）車両の安全性に関する

基準等の改善の推進」につい

て、県民への情報提供は、どの

ような形で実施するのか。 

車両の安全性に関する基準等の改善の

推進を目的として、国土交通省（千葉

運輸支局）が情報収集を行うもので

す。 

42 P57 

「（２）自動運転車の安全対

策・活用の推進」について、県

民への情報提供は、どのような

形で実施するのか。 

国土交通省（千葉運輸支局）が実施す

る各種運動等を通じて行います。ま

た、国土交通省（千葉運輸支局）にお

いては、同運動の他、関係事業者等を

対象とした研修等を介して普及促進等

を行います。 

43 P57 

 「自動車アセスメント事業」

とは何か。千葉県が実施するも

のか。 

「自動車アセスメント事業」とは、自

動車等の安全性能の評価・公表を行う

ことによって、車に乗る人が安全な車

選びをしやすいように、そして車を作

るメーカーのより安全な車の開発を促

進するために実施される事業です。 

（独）自動車事故対策機構が、市販さ

れている自動車を対象に、衝突時の乗

員の被害軽減性能、予防安全性能等の

比較試験を行い、その結果を公表して

います。 



44 P58 ｉ－Ｓｉｚｅ対応とは、何か。 

i-Size 対応とは、チャイルドシート

に関わる最新の国際安全基準に対応し

た製品のことです。 

従来の前方後方からの衝突試験に加

え、新たに側面からの衝突試験も設け

られました。さらに衝突時の評価に、

頭部の項目が加わり、子どもの頭部・

頚部の安全性を高めています。 

その他、後ろ向き装着期間や体形基

準、シート固定方法などが従来の基準

から見直されています。 

45 P58 
千葉県が「自動車点検フェステ

ィバル」を主催するのか。 

「自動車点検フェスティバル」の主催

は、国土交通省（千葉運輸支局）にな

りますので、下記のとおり修正しまし

た。 

 

「・・・関係団体協力のもと、「自動

車点検フェスティバル」を通じて、自

動車ユーザーに対して・・・」 

46 P60 

「周辺者三罪」が何たるかを周

知すべき。 

記載するのであれば、「飲酒運

転周辺者三罪（同乗罪・酒類提

供罪・車両提供罪）」とすべ

き。 

ご指摘の点につきましては、「・・・

飲酒運転を助長する車両提供罪、酒類

提供罪及び同乗罪のいわゆる周辺者三

罪について・・・」と記載し、周辺者

三罪の中身について明記しておりま

す。 

47 P65 

「⑧ 現場急行支援システムの

整備」について、１０年以上、

場所や病院が増えていないが、

ただのお題目か。 

関係機関と調整を行いながら進めてま

いります。 

48 P65 

「⑨ 緊急自動通報システムの

導入支援」について、協力病院

が現在２か所だが、計画期間中

どれだけ増えるのか。機器を搭

載する車両への助成はあるの

か。 

現在、機器を搭載した車両を購入した

方等への助成はしておりません。御意

見につきましては、今後の参考とさせ

ていただきます。 

49 P66 

千葉県交通事故調査委員会の

「平成２９年交通死亡事故事例

調査報告書（令和２年３月）」

はなぜ公表されないのか。 

御指摘の点につきましては、千葉県警

察ホームページ内の千葉県交通事故調

査委員会のページにおいて公表されて

おります。 

なお、報告書の名称に誤りがありまし



たので、下記のとおり修正しました。 

 

「・・・千葉県交通事故調査委員会の

「平成２９年交通事故死亡事例調査報

告書（令和２年３月）」におい

て、・・・」 

50 P70 

「（１）交通事故多発箇所の共

同現地診断」について、共同現

地診断を実施した場所の詳細な

結果と対策を、公表することを

希望する。 

御意見につきましては、今後の参考と

させていただきます。 

51 P70 

「（２）交通死亡事故等重大事

故発生に伴う緊急現地診断」に

ついて、緊急現地診断を実施し

た場所の詳細な結果と対策を、

公表することを希望する。 

52 P70 

「（３）交通事故データ解析等

統計分析の高度化」について、

詳細な総合対策を、公表するこ

とを希望する。 

53 P70 

「（４）交通事故調査委員会の

効果的運用」について、「交通

事故調査委員会」の提言に基づ

いた対策の公開を希望する。 

 

 

 


